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本研究では、脳波（EEG）を用いて人が見ている物体を推定
し、その情報を利用してロボットを制御するブレイン・マシ
ン・インターフェース（BMI）の高度化に取り組んだ。BMI
は、人の脳活動と機械を直接つなぐ技術として注目されてお
り、身体機能に制約のある方の支援や新しいヒューマン・ロ
ボット・インタラクションの実現が期待されている。 
しかし、脳波から人の認識内容を高精度に推定するためには
大量の学習データが必要であり、脳波実験には多くの時間と
労力を要する。また、脳波には大きな個人差があるため、被
験者ごとに十分なデータを収集することは容易ではない。 
そこで本研究では、異なる被験者の脳波データを効果的に活
用し、限られたデータからでも高精度な認識を可能にする新
しい学習手法を提案した。これにより、大規模な被験者別デ
ータを収集することなく、脳波解読性能を向上させることに
成功した。 
視覚物体認識実験では、200種類の物体を対象とした評価に
おいて高い識別性能を達成した。また、利用できる学習デー
タが少ない条件や異なるデータセット間においても性能向上
を確認し、提案手法の有効性と汎用性を示した。 
さらに、脳波から推定した物体に向かってロボットアームを
移動させる実証実験を行い、脳活動から得られた情報を用い
てロボットを制御できることを示した。 
本成果は、身体を自由に動かすことが困難な方を支援する次
世代 BMIシステムの実現や、脳波を利用した直感的なロボッ
ト操作技術の発展に貢献することが期待される。将来的に
は、福祉・医療分野をはじめとするさまざまな場面での応用
が期待される。 
 

 


